
秋田栄養短期大学栄養学科 アセスメントプラン 

 

１ アセスメントの目的  

学生や社会の状況を捉え、データに基づくカリキュラムおよび個々の授業、そして学習

支援の改善を継続的に行うことを目的として、学修成果のアセスメントを行う。アセスメ

ントにあたっては、直接評価と間接評価の双方を取り入れる。前者については学修成績や

GPA、入学前課題、卒業試験の結果等に関するデータを収集し、後者については全学生に対

して毎年実施するアンケートや到達度セルフチェックを中心にデータを収集する。アンケ

ートについては縦断的な調査を行うことにより、個々の学生における能力や学修状況の変

化を追跡し、必要に応じて改善支援を行う。さらに、成績評価の結果や学籍異動の状況に

関するデータと併せて分析することで、休学・退学や成績不振の予測などへの活用を図る。  

 

２ 達成すべき質的水準 

達成すべき質的水準は、ディプロマ・ポリシー、学修成果の到達目標において定めてい

る。さらに建学の精神である「真理 調和 実学」、教育目標を基に定められた、学修成果

の到達目標を高い水準で達成するため、ルーブリック指標を参考として常に教員と学生が

面談やコミュニケーション等の支援を通じて、高い水準を目指す環境の構築に努めていく。 

 

３ アセスメントプラン：評価レベル別の評価時期 

評価レベル 
入学前/入学時 在学時 卒業時/卒業後 

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼｰの検証 ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾎﾟﾘｼｰの検証 ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰの検証 

短大レベル 

（機関） 

入学試験 

入学前課題 

入学時調査 

新入生アンケート 

 

大学生活満足度調査 

PROG テスト 

大学生活満足度調査 

卒業時アンケート 

企業アンケート 

卒業生アンケート 

PROG テスト 

ディプロマ・サプリメント 

学生生活実態調査 

学科レベル 

（教育課程） 

入学試験 

入学前課題 

新入生アンケート 

大学生活満足度調査 

PROG テスト 

授業評価アンケート 

授業研究会・意見交換会 

学生 FD ミーティング 

卒業試験 

大学生活満足度調査 

卒業時アンケート 

企業アンケート 

卒業生アンケート 

ディプロマ・サプリメント 

学生生活実態調査 

科目レベル 

（授業） 

入学前課題 

プレイスメントテスト 

（基礎数理、実技） 

学業成績・GPA 

実習先評価 

授業評価アンケート 

授業研究会・意見交換会 

学生 FD ミーティング 

卒業試験 

卒業時アンケート 



評価レベル 
入学前/入学時 在学時 卒業時/卒業後 

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼｰの検証 ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾎﾟﾘｼｰの検証 ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰの検証 

学生レベル 

プレイスメントテスト 

（基礎数理、実技） 

学業成績・GPA 

実習先評価 

到達度セルフチェック 

PROG テスト 

学業成績・GPA 

卒業試験 

到達度セルフチェック 

 

４ アセスメント方法 

No. 名 称 
時期 

頻度 

対象 

学年等 
評価者 手 法 実施担当 結果の活用方法 

１ 入学試験 10～3 月 受験生 教員 
書類試験 

面接試験等 
入試委員会 

入学判定 

授業改善等 

２ 入学前課題 12～3 月 合格者 教員 
筆記試験 

実技試験等 
教務委員会 

履修支援 

授業改善 

入学後の支援等 

３ 入学時調査 4 月 1 年生 教員 質問票 教務委員会 入学後の支援等 

４ 学業成績・ＧＰＡ 学期末 全学年 教員 
筆記試験 

実技試験等 
科目担当 

授業改善 

到達目標支援等 

５ 実習先評価 2 年次 2 年 実習先 
3 段階評価 

自由記述 
科目担当 

授業改善 

要望検討 

就職支援等 

６ 新入生アンケート 入学後 1 年 学生 

WEB 

5 段階評価 

自由記述 

入試委員会 
学生募集事業 

広報活動等 

７ プレイスメントテスト 入学後 1 年 学生 
筆記試験 

実技試験等 
入試委員会 

授業改善 

学習支援等 

８ 授業研究会 年 1-2 回 教員 教員 
実査 

自由記述 
FD 委員会 

授業改善 

学修成果達成度 

９ 意見交換会 年 1 回 教員 教員 
対面 

自由記述 
FD 委員会 

教授方法・内容 

教育の質向上 

10 授業評価アンケート 学期末 全学年 学生 

WEB 

5 段階評価 

自由記述 

FD 委員会 
授業改善 

学修支援等 

11 到達度セルフチェック 学期末 全学年 学生 

対面 

5 段階評価 

自由記述 

教務委員会 

学修成果達成度 

個別面談 

支援方法と内容 

12 学生 FD ミーティング 学年末 全学年 学生 
対面 

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ 
FD 委員会 

授業改善 

学修環境整備等 



No. 名 称 
時期 

頻度 

対象 

学年等 
評価者 手 法 実施担当 結果の活用方法 

13 大学生活満足度調査 学年末 2 年 学生 

WEB 

5 段階評価 

自由記述 

合同学生 

委員会 

大学生活環境整備 

授業改善 

学修支援等 

14 学生生活実態調査 後期 1 年 学生 

WEB 

5 段階評価 

自由記述 

合同学生 

委員会 

大学生活環境整備 

授業改善 

学修支援等 

15 PROG テスト 1.2 年次 全学年 学生 ﾏｰｸｼｰﾄ 
キャリア 

センター 

就職支援 

ベンチマーク、弱

み・強みの発見等 

16 卒業試験 2 年次 2 年 学生 ﾏｰｸｼｰﾄ 教務委員会 
授業改善 

学修成果達成度等 

17 卒業時アンケート 卒業前 2 年 学生 

対面 

5 段階評価 

自由記述 

教務委員会 

学修成果達成度 

学生生活支援 

学修支援等 

18 
ディプロマ・ 

サプリメント 

卒業前 

ほか 

2 年 

(1 年) 
教員 

対面 

5 段階評価 
教務委員会 

学修内容の証明 

学修成果達成度 

個別面談等 

19 企業アンケート 年 1-2 回 
就職先

企業 
就職先 

文書 

依頼 

5 段階評価 

自由記述 

キャリア 

センター 

採用関連情報 

求める学生像 

社会・企業からの

要望等 

20 卒業生アンケート 年 1 回 卒業生 卒業生 

文書 

依頼 

5 段階評価 

自由記述 

キャリア 

センター 

社会人適用力 

役立った学修等 

 ※手法の中で「WEB」については、本学ポータルサイトを活用して行う。 

            ※「14．学生生活実態調査」は隔年、または数年おきに実施する。 


